
井
上
円
了
の
唯
物
論
批
判

厳
密
な
意
味
で
の
「
哲
学
の
受
容
」
は
、
幕
府
派
遣
の
留
学
生
西
周
、
津
田
真
道
に

よ
っ
て
始
ま
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
日
本
の
「
哲
学
」
は
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
哲
学

(
l
)
 

(
実
証
主
義
、
功
利
主
義
)
を
学
ぶ
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

西
周
は
留
学
す
る
に
当
り
、
友
人
松
岡
鱗
次
郎
に
宛
た
書
翰
に
、
何
を
学
ぶ
の
か
を

(2) 

述
べ
て
い
る
。

「
小
生
頃
来
西
洋
之
性
理
之
事
、
又
経
済
撃
杯
之
一
端
を
窺
候
慮
、
賓
ニ
可
驚
公
平

正
大
之
論
ニ
而
、
従
来
所
挙
漢
説
と
は
頗
端
を
異
ニ
シ
候
慮
も
有
之
哉
ニ
相
輩
甲
候
、

尤
彼
之
耶
蘇
教
杯
は
、
今
西
洋
一
般
之
所
奉
ニ
有
之
候
得
共
、
毛
之
生
た
る
悌
法
ニ
而
、

卑
植
之
極
取
へ
き
こ
と
無
之
と
相
費
申
候
、
只
ヒ
ロ
ソ
ヒ
之
撃
ニ
而
、
性
命
之
理
を
説

く
は
程
朱
ニ
も
秩
き
」
と
い
う
文
面
が
示
め
す
よ
う
に
、
西
周
は
個
人
的
に
は
「
ヒ
ロ

ソ
ヒ
」
に
関
心
が
あ
り
、
西
洋
文
明
の
根
底
に
あ
る
耶
蘇
教
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
取
ら

ぬ
と
い
う
。
さ
ら
に
松
岡
宛
書
翰
に
は
、
「
公
順
自
然
之
道
に
本
き
、
経
済
之
大
本
を

建
た
る
は
、
所
謂
王
政
に
も
勝
り
、
:
:
:
賓
に
由
斯
道
而
行
新
政
、
園
何
不
富
、
兵
何

不
強
、
人
民
何
不
柳
生
、
棋
福
何
不
可
求
撃
術
、
百
枝
何
不
童
精
微
と
奉
存
候
」
の
文

針

j青

人

生

面
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
西
洋
の
制
度
文
物
、
学
術
に
依
っ
て
「
新
政
」
を
行
い
、
そ
れ

に
よ
っ
て
、
富
国
強
兵
、
殖
産
興
業
に
向
か
う
方
向
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
我

聞
の
急
務
は
こ
の
よ
う
な
「
実
学
」
を
学
び
と
り
、
移
植
す
る
こ
と
で
あ
り
、
幕
府
は

「
哲
学
」
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
「
実
学
」
の
学
習
を
西
、
津
田
に
托
し
た
の
で
あ

る。
し
か
し
西
周
個
人
の
関
心
は
「
ヒ
ロ
ソ
ヒ
」
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
津
田
真
道
稿
本

(
3
)
 

『
性
理
論
』
に
寄
せ
た
蹴
文
に
、
「
西
土
之
島
ナ
、
崩
博
之
既
百
年
齢
、
至
格
物
舎
密
地
理

器
械
等
諸
閥
、
間
有
窺
其
室
者
、
濁
至
吾
釈
配
車
一
科
、
則
未
見
其
人
突
、
遂
使
世
人

制

特

調
、
西
人
論
気
則
備
、
論
理
則
未
失
」
と
記
る
さ
れ
て
お
り
、
我
国
に
欠
け
る
も
の
は

「
哲
学
」
と
「
論
理
」
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
、
一
言
外
に
、
そ
れ
ら
を
学
ば
ね

ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
示
め
し
て
お
り
、
事
実
、
西
周
は
帰
国
後
、
「
哲
学
」
と
「
論
理
学
」

の
著
述
を
多
く
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

留
学
中
、

西
・
津
田
両
人
の
指
導
に
当
っ
た
フ
イ
セ
リ
ン
グ

(
ω
E
S

点
目
指
江
口
明
冨

Z
B
H
g∞
)
は
弁
護
士
を
経
て
ラ
イ
デ
ン
大
学
の
経
済
学
、
統
計
学
教
授

で
あ
り
、
哲
学
の
専
門
家
で
は
な
か
っ
た
。
仲
介
者
を
介
し
て
西
等
の
希
望
が
フ
イ
セ

(4) 

リ
ン
グ
に
伝
え
ら
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
術
を
移
入
す
る
こ
と
の



井
上
円
了
の
唯
物
論
批
判

必
要
を
感
じ
て
学
校
を
設
立
し
た
が
、
そ
の
学
校
の
設
備
、
教
授
法
に
不
備
欠
陥
が
あ

り
、
学
問
も
、
物
理
学
、
数
学
、
化
学
、
植
物
学
、
地
理
学
、
歴
史
学
、
語
学
で
あ
り
、

た
だ
読
ん
だ
り
、
理
解
す
る
状
態
で
あ
る
。
「
外
交
、
内
政
、
施
設
の
改
良
を
行
う
た

め
に
よ
り
必
要
な
学
問
、
及
統
計
学
法
律
学
経
済
学
政
治
外
交
等
の
学
問
は
全
く
知
ら

れ
て
い
な
い
」
。
こ
れ
ら
を
特
に
学
ぶ
必
要
が
あ
る
。
我
国
の
「
国
法
が
禁
じ
て
い
る

宗
教
思
想
は
デ
カ
ル
ト
、
ロ
ッ
ク
、

へI
ゲ
ル
、
カ
ン
ト
等
の
唱
道
し
た
こ
と
と
は
相

違
し
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
ら
も
学
び
た
い
」
o

し
か
し
、
短
期
間
の
留
学
で
あ
り
、
こ

れ
ら
の
全
て
を
学
ぶ
の
は
不
可
能
で
あ
り
、
体
系
的
に
学
ぶ
の
は
以
後
の
留
学
生
に
托

す
と
し
て
、
「
私
の
計
画
は
要
領
を
か
い
つ
ま
ん
で
学
」
び
た
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
に
整
理
し
て
、
「
唯
至
西
方
政
治
一
科
未
有
傍
之
者
、

四

政

治

(
5
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講
明
高
園
交
際
之
通
義
、
究
察
爾
洲
人
情
之
大
憧
」
と
い
う
希
望
を
伝
え
た
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
フ
ィ
セ
リ
ン
グ
は
二
年
間
(
一
八
六
三
年
八
月
1
一
八
六

五
年
十
月
)
に
わ
た
っ
て
、
五
教
科
の
個
人
教
授
を
行
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
教
授

さ
れ
た
の
は
、
西
等
の
希
望
に
応
え
る
も
の
で
、
「
政
治
拳
之
大
本
、
其
別
、

一
日
性

法
之
島
て
二
日
高
園
公
法
之
撃
、
三
日
園
法
之
撃
、
四
日
制
産
之
撃
、
五
日
政
表
之
挙
、

凡
此
五
科
」
を
口
述
筆
記
し
た
の
で
あ
る
。

フ
ィ
セ
リ
ン
グ
は
法
学
、
経
済
学
を
情
熱
的
に
教
授
し
た
が
、
そ
れ
以
上
に
、
古
典

的
自
由
主
義
の
立
場
か
ら
法
学
、
経
済
学
の
根
底
に
あ
る
コ
ン
ト
、
ミ
ル
の
実
証
主
義
、

功
利
主
義
の
哲
学
に
西
を
導
い
た
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
帰
国
後
の
西
等
は
、
留
学
時

に
受
け
た
講
義
を
、
『
高
園
公
法
』
(
西
周
訳
、
慶
応
四
年
)
、
『
性
法
略
』
(
神
田
孝
平

訳
、
明
治
四
年
)
、
『
泰
西
圏
法
論
』
(
津
田
真
道
訳
、
慶
応
四
年
)
、
『
表
紀
提
網
』
(
津

田
真
道
訳
、
明
治
七
年
)
と
し
て
翻
訳
出
版
し
た
。
西
周
は
明
治
政
府
に
招
か
れ
て
陸

軍
省
に
奉
職
し
、
翻
訳
に
従
事
し
な
が
ら
法
制
度
等
の
整
備
に
尽
力
し
た
。
こ
の
こ
と

は
、
幕
府
に
よ
っ
て
命
ぜ
ら
れ
た
留
学
の
目
的
の
「
公
・
官
」
的
な
面
に
関
わ
る
も
の

で
あ
る
。
留
学
に
当
っ
て
西
が
抱
い
て
い
た
「
哲
学
」
に
つ
い
て
は
、
学
術
結
社
「
明

六
社
」
あ
る
い
は
私
塾
「
育
英
会
口
」
で
発
表
さ
れ
た
。
西
に
と
っ
て
、
哲
学
は
「
民
・

私
」
的
な
営
為
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

西
周
は
、
実
証
主
義
に
よ
っ
て
、
自
然
科
学
の
実
験
的
方
法
を
哲
学
の
方
法
と
す
る
。

そ
れ
は
西
の
独
自
の
哲
学
を
展
開
す
る
「
百
一
新
論
』
(
慶
応
二
、
三
年
執
筆
、
明
治

七
年
刊
)
、
『
百
挙
連
環
』
(
明
治
三
年
)

の
書
名
が
一
不
め
す
よ
う
に
、
百
学
を
一
つ
に

統
一
し
よ
う
と
す
る
「
百
教
一
致
」
の
試
み
、

つ
ま
り
「
統
一
科
学
」
の
構
想
を
可
能

に
す
る
唯
一
の
方
法
と
目
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
諸
科
学
の
基
礎
学
と
し
て
の
論
理
学

を
重
視
す
る
の
も
西
哲
学
の
特
色
で
あ
る
。
特
に
、
自
然
科
学
の
実
験
的
方
法
に
つ
い

て
は
J
・
s
・
ミ
ル
の
帰
納
法
に
着
目
し
、
「
新
致
知
学
」
と
し
て
内
容
紹
介
に
努
め

て
い
る
。

西
は
学
問
全
体
を
大
き
く
理
学
(
「
実
理
学
」
)
と
性
理
学
(
哲
学
)
と
に
区
分
す
る

が
、
そ
の
両
者
に
つ
い
て
も
コ
ン
ト
に
依
拠
し
て
論
ず
る
こ
と
か
ら
始
め
て
お
り

(
『
生
性
鷲
誼
」
『
生
性
割
記
』
)
、
「
物
理
」
と
「
心
理
」
を
区
分
す
る
(
「
百
一
新
論
』
)

で
は
、
物
理
と
心
理
の
両
者
は
別
個
の
も
の
で
な
く
、
あ
る
種
の

が
、
「
百
撃
連
環
』

関
係
が
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
物
理
に
従
っ
て
心
理
が
変
化
す
る
、

い
う
な
ら
ば
物
理
に
基
づ
く
心
理
と
い
う
こ
と
を
認
め
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、

物
理
は
心
理
よ
り
も
「
学
の
主
と
し
て
重
ん
ず
べ
き
も
の
」
で
あ
る
が
、
西
は
か
え
っ

て
「
物
理
を
使
役
す
る
も
の
は
心
理
に
し
て
物
理
は
心
理
に
使
用
せ
ら
る
る
に
至
る
」

と
考
え
る
。
西
は
人
間
の
実
践
を
重
視
す
る
の
で
あ
る
。

西
は
統
一
科
学
の
構
想
を
原
理
的
な
問
題
を
扱
い
な
が
ら
、
「
生
性
」
と
い
う
概
念

を
用
い
て
い
る
。
「
生
」
は
生
物
学
的
、
生
理
学
的
人
間
性
、
ま
た
そ
れ
に
固
有
の
法



サ
イ
コ
ロ
ジ

則
と
さ
れ
、
「
物
理
」
を
表
す
。
「
性
」
は
「
性
理
ノ
学
」
と
同
義
的
で
「
心
理
一
」
を

表
す
の
で
あ
り
、
「
生
性
」
と
は
生
理
学
と
性
理
学
を
意
味
す
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
「
格
物
ヨ
リ
、
化
撃
ニ
至
り
、
生
韓
拳
ニ
至
ル
コ
ト
ナ
レ
パ
、
物
理
ニ
本
イ

ア
ナ
ト
ミ

1
フ
イ
ジ
オ
ロ
ジ
l

テ
、
性
理
ヲ
開
ク
コ
ト
ナ
ル
ハ
著
ク
、
格
物
化
撃
ノ
成
功
ニ
依
テ
、
解
剖
生
理
ノ

(
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撃
ヲ
関
キ
、
解
剖
生
理
ノ
余
功
ニ
頼
テ
、
性
理
ノ
謹
奥
ヲ
開
ク
」
こ
と
を
目
標
と
す
る

が
、
そ
れ
は
物
理
に
よ
っ
て
心
理
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
「
上
ミ
天
文
ヨ
リ
、
下
人
事
ニ
至
ル
マ
テ
、

一
聯
理
、

一
山
脈
絡
、
左
右

其
源
ニ
逢
テ
、
統
一
ノ
観
、
立
タ
サ
ル
ヲ
患
ヘ
サ
ル
也
、
:
:
:
即
チ
性
理
ノ
撃
、

イ
ン
マ
テ
リ

1

マ
テ
リ

l

非
質
ノ
見
解
ヲ
脱
シ
、
賓
質
ノ
理
法
ニ
本
ツ
キ
、
生
理
ニ
擦
リ
、
性
理
ヲ
開
キ
、
以

テ
夫
ノ
人
間
撃
ノ
轟
奥
ヲ
括
リ
、
其
源
ヲ
、
愛
ニ
費
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ヘ
キ
也
」
と
述
べ
、

統
一
科
学
の
橋
想
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
た
。
そ
れ
は
「
格
物
化
拳
ヨ
リ
、
生
理
ニ
至

ル
マ
テ
ハ
、
従
ヒ
、
無
機
性
髄
ト
、
有
機
性
慢
ト
ヲ
、
劃
ス
ル
一
大
鴻
溝
ナ
リ
ト
難
モ
、

既
ニ
、
大
船
橋
ヲ
架
シ
テ
、
往
来
自
在
ナ
リ
」
と
い
う
よ
う
に
、
物
理
学
か
ら
生
理
学

ま
で
を
統
一
し
得
た
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
「
唯
生
理
ヨ
リ
性
理
ニ
渡
ル
ハ
、
橋
梁

未
タ
架
セ
ス
、
船
腕
未
タ
備
ハ
ラ
ス
、
詰
然
ト
シ
テ
、
津
涯
無
カ
如
、
ン
、
:
:
:
既
ニ
従

マ
テ
リ

1

イ
ン
マ
テ
リ

l

来
ノ
哲
家
ニ
テ
、
賓
質
、
非
賓
ノ
説
ア
リ
テ
、
渡
航
ス
可
ラ
サ
ル
ノ
、
海
険
ト
ス
ル

耳
ナ
ラ
ス
、
全
然
タ
ル
、
別
乾
坤
ナ
リ
ト
セ
リ
」
と
い
う
よ
う
な
事
情
が
あ
る
。
生
理

学
と
性
理
学
の
聞
に
は
越
え
難
い
溝
が
あ
り
、
心
理
現
象
を
生
理
学
の
法
則
に
よ
っ
て

推
理
し
得
ぬ
こ
と
に
気
づ
い
て
い
る
。
西
は
、
最
後
ま
で
生
理
と
性
理
の
統
一
に
努
め

る
が
、
中
途
半
端
に
終
っ
た
の
で
あ
る
。

司
生
性
護
謹
』

の
改
訂
稿
と
も
見
な
さ
れ
る
『
知
説
」
で
は
、
「
今
凡
百
撃
術
ヲ
類

次
シ
テ
之
カ
要
旨
ヲ
示
サ
ム
ト
欲
ス
ル
ニ
方
リ
、
之
カ
大
綱
ヲ
別
タ
サ
レ
ハ
着
手
ノ
工

夫
ヲ
鉄
ク
ヲ
以
テ
、
今
姑
ラ
ク
之
ヲ
別
チ
テ
三
大
綱
ト
ナ
ス
、
日
ク
普
通
ノ
撃
術
、
日

井
上
円
了
の
唯
物
論
批
判

ク
「
物
理
ノ
拳
術
、
日
ク
心
理
ノ
撃
術
」
と
、
此
処
で
は
明
確
に
物
理
と
心
理
を
区
分

し
て
い
る
。

ま
た
、
「
尚
白
割
記
』
で
は
、
「
凡
そ
百
科
の
拳
術
に
於
て
は
統
一
の
観
有
る
事
緊
要

た
る
可
し
、
準
術
上
に
於
て
統
一
の
観
立
て
は
人
聞
の
事
業
も
緒
に
就
き
、
社
舎
の
秩

序
も
自
ら
定
ま
り
」
と
述
べ
て
は
い
る
が
、
「
然
れ
と
も
余
は
未
タ
其
生
理
と
性
理
と

の
相
連
結
す
る
の
理
趣
を
講
明
し
て
鷲
見
し
得
る
の
力
に
乏
し
け
れ
ば
、
姑
く
心
理
と

物
理
と
を
爾
種
と
為
し
て
之
を
説
き
、
唯
事
業
上
に
就
き
て
共
統
轄
隷
属
す
る
関
係
を

マ
マ

(
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説
か
ん
と
為
」
と
述
べ
、
統
一
科
学
の
構
想
の
成
就
せ
ぬ
こ
と
を
、
西
周
個
人
の
能
力

不
足
に
置
い
て
、
実
証
主
義
の
限
界
に
は
触
れ
な
い
の
で
あ
る
。
西
が
統
一
科
学
(
百

教
一
致
)

の
構
想
に
座
折
し
た
こ
と
を
明
か
に
し
た
こ
と
は
、
な
お
二
元
論
的
哲
学
を

認
め
ざ
る
を
得
ぬ
こ
と
を
意
味
し
、
そ
の
後
、
西
は
「
物
理
を
使
役
す
る
」
心
理
の
哲

学
の
方
向
を
進
み
、
物
理
に
基
く
唯
物
論
に
つ
い
て
は
語
る
こ
と
が
な
い
。

明
治
十
年
に
東
京
大
学
が
設
立
さ
れ
る
ま
で
、
哲
学
は
組
織
的
、
体
系
的
に
講
究
さ

れ
る
こ
と
は
な
く
、
西
周
の
よ
う
に
「
哲
学
」
に
触
発
さ
れ
た
個
人
が
、
専
ら
翻
訳
に

当
っ
て
「
西
洋
哲
学
」
の
紹
介
、
普
及
、
概
説
的
な
教
説
の
発
表
、
民
間
の
学
術
結
社

に
依
拠
し
て
の
啓
蒙
を
行
な
う
に
止
ま
っ
て
い
た
。
い
う
な
ら
ば
、
日
本
の
哲
学
の
準

備
期
に
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
越
え
る
に
は
、
哲
学
の
体

系
的
、
組
織
的
研
究
機
関
と
し
て
の
大
学
の
設
置
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
東
京
大
学
で

は
古
典
研
究
、
個
々
の
哲
学
者
、
思
想
家
に
つ
い
て
の
個
別
研
究
、
教
授
が
な
さ
れ
、

「
哲
学
」
は
専
門
的
、
学
術
的
と
な
る
が
、
そ
れ
に
つ
れ
て
、
「
哲
学
」
は
「
官
」
の

権
威
の
下
で
、
「
民
・
私
」
の
性
格
を
失
な
っ
て
行
く
の
で
あ
る
。

次
に
述
べ
る
井
上
円
了
(
安
政
五
年
j
大
正
八
年
、

一
八
五
人

1
一
九
一
九
)
は
、

か
な
り
の
程
度
、
西
周
の
哲
学
の
展
開
の
仕
方
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
円
了
も



井
上
円
了
の
唯
物
論
批
判

「
民
・
私
」
の
立
場
に
立
ち
、
進
化
論
を
基
軸
に
し
て
「
大
化
論
」
と
い
う
独
自
の

「
宇
宙
論
」
の
構
築
、
「
純
正
哲
学
」
の
主
唱
、
哲
学
に
よ
る
啓
蒙
、
を
展
開
し
た
。

西
周
と
異
な
る
点
は
、
円
了
は
全
く
翻
訳
を
行
な
わ
ず
自
ら
の
言
葉
で
哲
学
を
論
じ
た

こ
と
、
唯
物
論
に
つ
い
て
批
判
的
な
発
言
が
な
さ
れ
た
こ
と
、
官
途
に
就
か
な
か
っ
た

こ
と
で
あ
る
。

円
了
は
、
特
殊
な
用
語
を
作
る
な
ど
、
自
分
の
言
葉
で
「
哲
学
」
を
語
た
り
、
哲
学

を
広
く
社
会
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
哲
学
に
よ
る
社
会
啓
蒙
に
当
っ
た
。
そ
の
述
べ
る

と
こ
ろ
は
学
術
的
な
も
の
か
ら
通
俗
的
な
も
の
ま
で
か
な
り
幅
広
く
、
全
体
と
し
て
は

(
9
)
 

啓
蒙
的
な
意
味
あ
い
が
強
い
。
円
了
の
最
初
の
一
つ
『
哲
学
一
タ
話
』
は
円
了
の
初
期

の
哲
学
理
解
、
そ
の
後
一
貫
し
て
使
用
さ
れ
る
独
特
の
用
語
、
を
示
め
し
て
い
る
。

宇
宙
開
に
存
す
る
事
物
に
は
、
形
質
を
有
す
る
も
の
と
も
た
ぬ
も
の
と
が
あ
る
。
こ

の
形
質
を
有
す
る
も
の
(
「
有
形
」
)
を
実
験
す
る
、
あ
る
い
は
事
物
の
一
部
分
を
実
験

す
る
学
が
理
学
で
あ
り
、
有
形
の
物
質
に
属
す
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
形
質

な
き
も
の
(
「
無
形
」
)
を
論
究
し
、
無
形
の
心
性
に
属
す
る
学
が
哲
学
で
あ
る
。
哲
学

に
は
心
理
学
、
論
理
学
、
倫
理
学
、
純
正
哲
学
の
諸
科
が
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
純
正
哲

学
に
つ
い
て
は
人
の
全
く
知
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。

「
純
正
哲
学
は
哲
学
中
の
純
理
の
学
問
に
し
て
、
真
理
の
原
則
、
諸
学
の
基
礎
を
論

究
す
る
学
問
」
で
あ
り
、
こ
れ
を
論
究
す
る
と
き
、
心
の
実
体
、
物
の
実
体
、
物
心
の

関
係
が
問
題
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
釈
し
、
説
明
す
る
の
が
「
純
正
哲
学
」
の

目
的
だ
と
い
わ
れ
る
。
円
了
は
、
こ
の
純
正
哲
学
の
問
題
や
そ
の
解
釈
を
、
哲
学
を
全

く
解
せ
ぬ
者
に
示
め
そ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
『
哲
学
一
タ
話
』

の
第
一
編
「
物
心
両

四

界
の
関
係
を
論
ず
」
は
、
世
界
が
何
か
ら
成
る
か
、
第
三
編
「
神
の
本
体
を
論
ず
」
は

世
界
が
物
心
の
何
れ
か
ら
生
ず
る
の
か
、
第
三
編
「
真
理
の
本
質
を
論
ず
」
は
諸
学
が

何
に
基
づ
い
て
起
る
か
、
を
論
ず
る
の
で
あ
り
、
こ
の
一
一
一
篇
に
示
め
さ
れ
る
こ
と
の
全

体
に
よ
っ
て
「
純
正
哲
学
の
一
斑
」
を
世
間
の
人
々
に
示
め
す
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
哲
学
は
帰
す
る
と
こ
ろ
物
、
心
、
神
の
「
体
」
の
性
質
、
関
係
を
究
明

す
る
も
の
、
と
円
了
は
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
哲
学
は
こ
れ
ら
の
問
題
に
関
し
て

諸
説
を
有
す
る
が
、
「
論
理
の
中
正
」
を
欠
く
も
の
が
多
い
。
「
世
界
は
物
の
み
に
し
て

心
な
し
」
と
立
論
す
る
の
が
「
唯
物
論
」
で
あ
り
、
「
世
界
は
心
の
中
に
あ
り
て
そ
の

外
に
物
な
し
」
と
い
う
の
が
「
唯
心
論
」
で
あ
る
。
円
了
は
、
唯
物
論
は
物
の
一
方
に

僻
し
、
唯
心
論
は
心
の
一
方
に
偏
し
て
い
る
。
両
者
と
も
「
中
正
の
論
」
で
は
な
い
、

と
批
判
す
る
。
そ
し
て
、
「
中
正
の
論
」
を
立
て
よ
う
と
す
る
な
ら
、
「
物
心
二
者
を
統

合
し
て
、
非
物
非
心
の
理
を
本
」
と
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
円
了
は
主
張

す
る
の
で
あ
る
。
『
哲
学
一
タ
話
』
で
は
、
唯
物
論
と
唯
心
論
の
激
し
い
議
論
が
展
開

さ
れ
る
が
、
円
了
は
何
れ
も
「
一
方
の
理
を
み
て
全
局
を
知
ら
」
ぬ
の
で
僻
論
で
あ
る

こ
と
を
免
れ
な
い
と
い
う
。
そ
の
理
由
は
「
差
別
と
無
差
別
と
そ
の
体
全
く
異
な
る
も

の
と
信
ず
る
」
こ
と
に
あ
る
。
例
を
あ
げ
れ
ば
、
物
に
は
「
表
裏
の
差
別
」
が
あ
る
よ

う
で
あ
る
が
、
真
実
は
「
そ
の
体
同
こ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
表
面
を
見
て
見
極
め
れ
ば
裏
面
あ
る
を
知
り
、
裏
面
を
見
て
見
極
め
れ
ば
表
面
あ

る
を
知
り
、
表
裏
を
見
て
そ
の
全
面
を
検
す
れ
ば
そ
の
体
一
物
な
る
を
知
り
、

一
物
を

取
り
て
そ
の
外
面
を
見
れ
ば
表
裏
そ
の
別
あ
る
を
知
る
べ
し
。
し
か
し
て
表
裏
の
体
初

め
よ
り
一
物
に
し
て
別
体
な
る
に
あ
ら
ず
」
と
い
う
。
こ
の
文
に
は
円
了
の
論
理
の
一

っ
「
表
裏
一
体
」
論
が
示
め
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
論
理
に
よ
っ
て
、
「
物
を
論
じ
て
論
じ
極
め
れ
ば
心
と
な
り
、
心
を
論
じ
て



論
じ
極
め
れ
ば
物
と
な
り
、
物
心
を
論
じ
て
論
じ
極
め
れ
ば
無
差
別
と
な
り
、
無
差
別

を
論
じ
て
論
じ
極
め
れ
ば
ま
た
差
別
と
な
り
、
差
別
の
そ
の
ま
ま
無
差
別
に
し
て
、
無

差
別
そ
の
ま
ま
差
別
な
り
、
差
別
と
無
差
別
と
は
そ
の
体
一
に
し
て
差
別
な
し
。
差
別

な
く
し
て
ま
た
差
別
あ
り
、
差
別
あ
り
て
ま
た
差
別
な
し
」
と
述
べ
て
、
「
論
じ
極
む

る
」
と
「
論
理
回
転
し
て
際
涯
な
き
も
の
」
と
な
る
。
従
っ
て
、
差
別
無
差
別
は
そ
の

体
同
一
な
の
で
、
差
別
無
差
別
の
何
れ
か
ら
立
論
し
よ
う
と
無
差
別
差
別
に
帰
す
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
哲
学
の
妙
致
」
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
と
さ

ら
に
差
別
の
唯
物
論
、
無
差
別
の
唯
心
論
の
一
方
に
固
執
す
る
必
要
は
な
い
こ
と
に
な

る
。
こ
の
両
説
を
相
合
す
る
と
き
、
「
道
理
の
円
満
完
了
」
す
る
と
し
て
「
円
了
の
大

道
」
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。

こ
の
「
円
了
の
大
道
」
を
世
界
の
歴
史
に
適
用
(
円
了
は
後
に
宇
宙
そ
の
も
の
に
適

用
)
し
て
「
大
化
論
」
を
展
開
す
る
。
「
太
古
、
物
心
未
だ
分
か
れ
ざ
る
と
き
に
当
た

り
て
は
万
物
無
差
別
な
れ
ど
も
、
そ
の
無
差
別
の
中
に
差
別
を
含
有
す
る
を
も
っ
て
、

そ
の
体
開
発
し
て
今
日
の
差
別
の
諸
境
を
現
ず
る
に
至
り
、
今
日
の
差
別
の
裏
面
に
無

差
別
を
携
帯
す
る
を
も
っ
て
、
他
日
そ
の
体
回
転
し
て
世
界
滅
亡
の
期
に
至
ら
ば
、
無

差
別
の
表
面
を
示
め
す
に
至
る
」
だ
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
無
差
別
か

ら
差
別
が
、
差
別
か
ら
無
差
別
が
現
れ
る
の
を
「
世
界
の
大
化
」
と
名
づ
け
る
。

「
世
界
の
大
化
」
の
聞
に
、
「
時
の
古
今
を
見
、
世
界
の
終
始
」
が
示
め
さ
れ
る
と

い
わ
れ
る
。
人
聞
の
生
老
病
死
、
社
会
の
盛
衰
存
亡
は
「
大
化
」
の
聞
の
小
変
化
な
の

で
あ
る
。
こ
の
変
化
の
原
理
は
、
無
始
無
終
、
不
生
不
滅
の
理
体
で
あ
り
、
「
円
了
の

体
」
と
名
づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
体
は
、

一
方
に
無
差
別
を
、
他
方
に
差
別
を
含
み
、
自

体
の
力
で
回
転
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
変
化
が
何
時
始
ま
り
、
い
つ
終
る
の
か
を

知
る
こ
と
は
で
き
ぬ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
作
用
が
「
円
了
の
力
」
と
呼
ば
れ
る
。
体
は

井
上
円
了
の
唯
物
論
批
判

内
に
備
わ
る
実
性
で
あ
り
、
力
は
外
に
発
す
る
作
用
で
あ
る
。
こ
の
体
と
力
の
関
係
を

一
不
め
す
の
が
「
道
」
で
あ
り
、
こ
の
体
、
力
、
道
の
三
者
は
「
円
了
の
三
性
」
と
呼
ば

る。れ
る
が
、
体
、
力
、
道
は
「
そ
の
実
こ
な
の
で
「
三
性
一
致
」
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ

円
了
は
以
上
の
よ
う
な
議
渋
な
論
法
を
用
い
て
、
唯
物
論
に
関
し
て
固
執
す
べ
き
で

な
い
こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。
円
了
は
さ
ら
に
「
哲
理
の
中
道
」
「
論
理
の
中
道
」

(
叩
)

を
論
じ
て
『
哲
学
要
領
』
(
前
後
編
)
を
発
表
し
た
。
『
前
編
』
は
「
哲
学
小
史
」
と
位

置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
「
後
編
』
は
日
本
の
哲
学
者
が
初
め
て
刊
行
し
た
哲

学
概
論
と
い
う
べ
き
も
の
で
、
「
論
理
発
達
の
規
則
に
基
づ
き
て
、
哲
理
を
初
門
よ
り

た
も
の
で
あ
る
。

次
第
に
進
み
て
そ
の
轟
奥
に
及
ぼ
し
、
も
っ
ぱ
ら
純
正
哲
学
内
部
の
組
織
を
論
述
」
し

お
よ
そ
人
知
の
発
達
、
論
理
思
想
の
発
達
か
ら
す
れ
ば
、
哲
学
は
「
物
心
二
元
よ
り

始
ま
り
、
唯
物
に
入
り
唯
心
に
転
じ
て
、
ふ
た
た
び
二
元
に
帰
す
る
を
常
と
す
る
」
と

第
一
論

い
う
観
点
か
ら
、
哲
学
の
現
れ
方
に
順
序
が
あ
る
と
い
う
。

第
二
論

第
三
一
論

第
四
論

第
五
論

第
六
論

第
七
論

物
心
二
元
論
す
な
わ
ち
物
心
異
体
論

唯
物
無
心
論
す
な
わ
ち
唯
物
論

非
物
非
心
論
す
な
わ
ち
唯
理
論

無
物
無
心
論
す
な
わ
ち
虚
無
論

唯
心
無
物
論
す
な
わ
ち
唯
心
論

有
心
有
物
論(

日
)

物
心
同
体
論

こ
の
う
ち
唯
物
論
は
物
の
外
に
心
も
神
も
な
し
と
唱
え
る
も
の
、
唯
理
論
は
無
意
無

作
の
理
体
を
物
心
の
外
に
立
て
る
も
の
、
虚
無
論
は
無
元
論
で
あ
り
物
も
心
も
神
も
な

五



井
上
円
了
の
唯
物
論
批
判

く
、
物
心
身
そ
の
体
は
全
て
虚
無
と
立
て
る
も
の
、
唯
心
論
は
心
の
外
に
神
も
物
も
な

し
と
立
て
る
も
の
、
と
説
明
さ
れ
る
。
知
力
の
発
達
せ
ぬ
う
ち
は
「
人
み
な
物
心
そ
の

体
を
異
に
す
と
信
ず
る
」
の
で
あ
り
、
知
力
が
高
等
に
進
む
に
従
っ
て
「
次
第
に
物
心

同
体
の
理
を
会
得
す
る
」
に
至
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
「
異
体
は
論

理
の
起
点
に
し
て
同
体
は
そ
の
終
局
」
だ
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ま
た
異
体
の
理
を
推

し
進
め
れ
ば
同
体
に
、
同
体
の
理
を
推
し
進
め
れ
ば
異
体
に
帰
す
る
と
い
わ
れ
、
そ
れ

は
論
理
が
循
環
回
転
し
て
起
点
に
復
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
「
理
想
の
循
化
」
と

名
づ
け
ら
れ
る
。

「
理
想
」
と
は
物
心
の
本
体
に
与
え
た
名
称
で
あ
り
、
物
心
の
体
は
物
で
も
心
で
も

な
く
、
「
非
物
非
心
」
で
あ
る
が
、
物
心
を
離
れ
て
存
す
る
も
の
で
も
な
い
。
い
う
な

ら
ば
物
心
は
現
象
で
あ
っ
て
理
想
は
実
体
で
あ
る
。
論
理
の
発
達
を
考
え
る
と
、
ま
ず

物
が
あ
る
こ
と
知
っ
て
か
ら
心
の
存
在
を
知
る
の
で
あ
る
。
い
い
か
え
る
と
、
動
物
は

物
の
存
在
す
ら
知
ら
ぬ
の
で
「
無
物
無
心
」
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
小
児
の
如
き
は
有

形
の
物
象
を
知
る
だ
け
な
の
で
「
有
物
無
心
」
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
人
知
、
論
理
が

進
ん
で
後
、
「
有
物
有
心
」
の
説
が
起
こ
る
。
そ
れ
が
「
物
心
二
元
論
」
で
あ
り
、
論

理
の
初
級
で
あ
る
。

理
想
(
非
物
非
心
)
は
現
象
を
外
に
示
め
さ
な
い
の
で
そ
の
体
を
捉
え
る
こ
と
は
難

し
い
。
ま
た
、
心
は
形
質
を
も
た
ぬ
の
で
そ
の
体
を
知
る
こ
と
も
難
し
い
。
し
か
し
物

は
現
象
を
示
め
し
、
形
質
を
有
す
る
の
で
、
先
ず
「
唯
物
論
」
が
起
こ
る
。

一
元
論
の

初
級
で
あ
る
。
し
か
し
、
古
代
で
は
唯
物
論
よ
り
も
唯
心
論
が
先
に
起
っ
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
が
、
釈
迦
の
唯
心
論
は
、
当
時
の
人
が
物
あ
る
を
知
っ
て
心
あ
る
を
知
ら
な
か
っ

た
こ
と
に
対
抗
し
て
の
こ
と
で
あ
り
、
ギ
リ
シ
ア
の
唯
心
論
も
世
間
の
唯
物
論
に
抵
抗

し
て
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
古
代
に
あ
っ
て
唯
心
論
が
起
っ
た
の
は
、
す

ム

ノ、

で
に
世
間
に
唯
物
論
が
行
わ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
古
代
の
唯
物
論
は
論
理

上
構
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
知
り
や
す
い
物
象
に
依
拠
す
る
だ
け
で
論
理
思
想
の

発
達
も
な
い
の
で
、
極
め
て
不
完
全
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
唯
物
論
に
つ
い
て
考
え
る

と
す
れ
ば
近
世
唯
物
論
に
つ
い
て
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

近
世
唯
物
論
が
起
こ
る
の
は
、
論
理
思
想
の
発
達
、
理
学
の
進
歩
に
よ
っ
て
で
あ
る
。

し
か
し
唯
物
論
が
成
立
す
る
に
は
幾
つ
か
の
間
い
に
答
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
心
は
い

ず
れ
の
部
分
に
あ
る
の
か
、
そ
の
体
は
何
で
あ
る
か
。
生
理
学
に
よ
る
限
り
、
「
有
機

成
分
は
無
機
元
素
よ
り
成
る
」
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
、
物
質
の
外
に
心
性
は
な

い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
唯
物
論
は
物
の
外
に
心
な
し
と
い
う
が
、
そ
の
物
が
何
で

あ
る
か
に
つ
い
て
は
述
べ
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
円
了
は
、
唯
物
論
が
初
め
よ
り
物
質

は
真
に
存
在
す
る
も
の
と
仮
定
し
て
論
を
起
こ
す
だ
け
で
、
物
質
自
体
が
何
で
あ
る
か

を
問
わ
な
い
。
唯
物
論
は
唯
心
論
を
排
除
し
得
る
と
し
て
も
そ
れ
は
僻
見
と
い
わ
ざ
る

を
得
な
い
。
唯
物
論
が
真
理
に
適
う
と
い
う
に
し
て
も
「
臆
定
の
真
理
」
と
い
わ
ざ
る

を
得
な
い
と
い
う
。
そ
し
て
、
物
が
何
で
あ
る
か
を
究
め
て
そ
の
本
体
を
考
え
れ
ば

「
非
物
非
心
」
の
体
を
想
定
せ
ざ
る
を
得
ぬ
と
い
う
に
至
る
。
科
学
に
よ
っ
て
唯
物
論

が
興
る
と
し
な
が
ら
、
そ
の
科
学
が
真
理
を
述
べ
得
ぬ
こ
と
を
述
べ
て
批
判
す
る
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
円
了
の
唯
物
論
の
批
判
す
る
第
二
の
方
途
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
物
理

化
学
は
物
質
は
元
素
よ
り
成
る
と
い
う
が
、
そ
れ
は
問
題
を
元
素
に
移
し
た
に
す
ぎ
な

い
の
で
あ
る
。
元
素
は
物
質
で
あ
る
の
か
、
そ
う
で
な
い
の
か
。
物
質
だ
と
す
れ
ば
、

物
質
を
解
す
る
に
物
質
で
も
っ
て
す
る
難
点
が
あ
る
の
で
、
物
質
の
体
を
元
素
と
い
う

こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
元
素
は
物
質
で
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
体
は
何
で
あ
る
の

疑
問
が
生
ず
る
。
こ
れ
を
無
形
質
の
も
の
と
す
れ
ば
、
形
質
な
き
も
の
が
い
か
に
し
て

形
質
あ
る
も
の
を
構
成
す
る
の
か
と
い
う
聞
い
が
生
ず
る
し
、
有
形
有
質
の
も
の
と
す



れ
ば
そ
の
形
質
は
何
か
と
い
う
問
い
が
生
ず
る
。
そ
れ
故
、
元
素
を
も
っ
て
物
質
の
本

体
と
定
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
論
理
的
に
物
質
の
本
体
を
定
め

ょ
う
と
す
る
な
ら
「
非
物
の
体
」
と
い
う
も
の
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
唯

心
論
が
起
る
所
以
だ
と
、
円
了
は
い
う
の
で
あ
る
。

(
未
完
)

註

(
1
)
西
・
津
田
両
人
の
留
学
は
、
幕
府
が
商
人
に
注
目
し
て
積
極
的
に
任
命
し
た
の
で
も
、

ま
し
て
「
哲
学
」
を
直
接
呂
的
と
し
た
の
で
も
な
か
っ
た
。
蕃
書
調
所
手
伝
並
で
あ
っ

た
両
人
が
、
「
在
来
の
蘭
学
に
あ
き
た
ら
ず
、
学
向
上
の
新
分
野
開
拓
の
意
欲
に
燃
え
て

幕
府
当
局
に
熱
心
に
運
動
し
た
結
果
」
(
「
西
周
全
集
第
一
巻
」
宗
高
書
房
、
昭
和
三
十

七
年
七
O
O頁
)

(
2
)
文
久
二
年
五
月
十
五
日
、
西
周
全
集
第
一
巻
、
八
頁
。
文
久
二
年
六
月
に
横
浜
出
港
、

文
久
三
年
五
月
オ
ラ
ン
ダ
に
着
到
。

(
3
)
文
久
元
年
辛
酉
二
十
三
日
。
全
集
第
一
巻
一
一
二
頁
。

(
4
)
文
久
三
(
一
八
六
三
)
年
六
月
十
二

B
書
翰
、
全
集
第
二
巻
七
O
一一良。

(
5
)
「
記
五
科
授
業
之
略
」
全
集
第
二
巻
、
二
二
四
頁
。

(
6
)
「
生
性
愛
溢
』
明
治
四
年
あ
る
い
は
六
年
頃
、
全
集
第
一
巻
六
四
頁
。

(
7
)
「
知
説
四
』
明
治
七
年
、
全
集
第
一
巻
、
四
六
二
頁
。

(
8
)
「
尚
白
剤
記
』
明
治
十
五
年
頃
、
全
集
第
一
巻
、
一
六
五
頁
。

(
9
)
明
治
十
九
年
、
二
十
年
、
井
上
円
了
選
集
第
一
巻
、
東
洋
大
学
。

(
日
)
『
哲
学
要
領
前
編
』
明
治
十
九
年
、
「
同
後
編
』
明
治
二
十
年
、
井
上
円
了
選
集
第
一

巻。

(
口
)
円
了
選
集
第
一
巻
、

一
五
二
頁

井
上
円
了
の
唯
物
論
批
判

七


